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熊
南
峰
は
「
丸
淵
か
ら
三
、
四

町
川
上
へ
進
ん
で
、
土
地
の
人

が
名
づ
け
た
『
千
遍
渡
り
』
を
越

え
て
対
岸
へ
出
で
、
更
に
二
町

ば
か
り
行
く
と
、
川
を
隔
て
て

『
郭
公
岩
』
の
大
絶
壁
が
峭
り

立
っ
て
い
る
」
と
記
す
。 

 

現
在
は
八
幡
川
の
右
岸
を
餅

ノ
木
ま
で
続
く
道
が
郭
公
岩
の

１
９ 

  
 

    
会
場
に
は
安
芸
太
田
町
や
広

島
市
佐
伯
区
な
ど
、
風
力
発
電

事
業
想
定
区
域
の
住
民
を
中
心

に
約
七
十
人
集
ま
っ
た
。 

 

講
演
で
武
田
氏
は
、
実
例
を

挙
げ
な
が
ら
利
益
追
求
を
優
先

す
る
事
業
者
の
経
営
姿
勢
を
指

摘
。
低
周
波
音
に
よ
る
健
康
被

１ 

              

下
を
通
る
。
大
正
末
期
は
丸
淵

の
上
流
約
四
百
㍍
で
川
を
渡

り
、
左
岸
か
ら
絶
壁
を
眺
め
た
。 

   

道
は
餅
ノ
木
住
民
ら
が
造
成

し
た
と
考
え
ら
れ
る
探
勝
路
で

あ
る
。
今
、
面
影
は
な
い
。「
千

遍
渡
り
」
と
名
付
け
た
土
地
の

１ 

     

害
の
実
態
、
現
地
調
査
で
明
ら
か

に
な
っ
た
鳥
類
や
希
少
植
物
の

減
少
な
ど
生
態
系
へ
の
影
響
、
不

安
定
な
再
エ
ネ
発
電
が
逆
に
Ｃ

Ｏ
２
を
増
や
す
発
電
シ
ス
テ
ム
、

山
中
の
道
路
工
事
に
よ
っ
て
多 

     

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
誘
客
事

業
に
対
す
る
環
境
省
の
補
助
事

業
「
子
供
向
け
環
境
教
育
ツ
ア
ー

開
発
講
座
」
が
九
月
二
十
一
日
か

ら
二
日
間
、
深
入
山
の
体
験
施
設

と
三
段
峡
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
。 

 

加
計
高
校
生
七
人
、
安
芸
太
田

中
学
生
八
人
、
子
育
て
中
の
マ
マ

さ
ん
八
人
と
町
商
工
観
光
課
、
地

１ 

   

人
と
は
桝
見
府
市
か
。 

 

南
峰
は
「
く
わ
っ
こ
う
い
は
」

と
ル
ビ
を
振
っ
て
い
る
。
が
、
文

の
最
後
に
「
ほ
と
と
ぎ
す
啼
き
し

や
い
づ
こ
仰
ぎ
見
る
岩
が
根
高

し
木
か
く
れ
の
や
み
（
朽
庵
）
」

と
、
こ
の
絶
壁
を
詠
ん
だ
和
歌
を

紹
介
し
て
い
る
。 

 

郭
公
は
、
鳴
き
声
と
同
じ
名
の 

発
す
る
土
砂
崩
れ
、
ブ
ー
ム
が
去

り
つ
つ
あ
る
世
界
の
現
状
な
ど

デ
ー
タ
を
示
し
て
説
明
し
た
。
講

演
要
旨
と
動
画
は
さ
ん
け
ん
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
る
。 

 
 

 

講
演
会
は
春
に
益
田
市
で
予

定
さ
れ
て
い
た
が
コ
ロ
ナ
禍
で

延
期
に
な
り
、
さ
ん
け
ん
会
員
の

上
野
吉
雄
さ
ん
の
情
報
提
供
で

今
回
の
開
催
に
な
っ
た
。
益
田
市

で
は
翌
二
十
日
に
開
か
れ
た
。 

    

域
商
社
な
ど
合
わ
せ
て
二
十
九

人
が
参
加
。
受
講
者
は
自
然
学
校

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
、
環
境

教
育
概
論
な
ど
を
学
ん
だ
。 

 

主
催
は
西
中
国
山
地
国
定
公

園
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
協
議
会
（
略
称
・
に
し
さ

す
）、
講
座
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ひ

ろ
し
ま
自
然
学
校
」
が
実
施
、
さ

１ 

   

カ
ッ
コ
ウ
だ
が
、
峡
内
で
声
は
聴

か
れ
な
い
。
日
本
文
学
の
伝
統
で

は
初
夏
の
季
語
の
代
表
、
ホ
ト
ト

ギ
ス
を
指
し
、
ま
た
そ
う
訓
む
。 

   

郭
公
岩
の
名
称
と
訓
み
の
由

来
を
、
南
峰
は
何
も
書
い
て
お
ら

ず
、
見
た
目
も
手
掛
か
り
は
な

い
。 

 

    

Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
Ｇ
ｉ
ｆ
ｔ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
で
、
七
月
か
ら

取
り
組
ん
で
い
た
動
画
作
成
講

座
の
五
回
目
が
九
月
二
十
四

日
、
Ｅ
Ｐ
Ｏ
ち
ゅ
う
ご
く
（
広
島

市
中
区
）
で
開
か
れ
六
人
が
受

講
、
さ
ん
け
ん
自
然
塾
の
Ｐ
Ｒ

動
画
一
本
が
完
成
し
た
。
受
講 

    

ん
け
ん
は
講
座
内
容
の
打
ち
合

わ
せ
や
参
加
者
の
募
集
を
担
当

し
た
。 

 

「
に
し
さ
す
」
は
同
国
定
公
園

域
内
の
行
政
と
事
業
者
で
構

成
。
会
長
は
本
宮
炎
さ
ん
け
ん

理
事
長
。
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
ツ

ー
リ
ズ
ム
は
「
持
続
可
能
な
観

光
」
の
意
。 

    

い
。
民
俗
的
名
称
を
尊
重
し
つ

つ
も
、
例
え
ば
動
物
に
姿
が
似

て
い
る
と
い
う
理
由
で
付
い
た

岩
な
ど
の
名
を
、
南
峰
は
景
勝

名
に
採
用
し
て
い
な
い
。「
見
立

て
」
は
庭
園
的
美
に
と
っ
て
重

要
だ
が
、
安
易
な
も
の
は
景
観

の
価
値
を
落
と
す
と
考
え
て
い

た
の
だ
ろ
う
。（
松
尾 
俊
孝
） 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

   

者
は
最
近
の
動
画
の
傾
向
を
聞

き
、
技
術
指
導
を
受
け
な
が
ら
各

自
が
撮
影
し
た
素
材
の
編
集
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
。 

 

 

出
来
上
が
っ
た
動
画
は
、
八
月

に
実
施
し
た
魚
類
調
査
と
子
供

た
ち
の
川
遊
び
体
験
を
四
分
に

ま
と
め
て
い
る
。
東
京
海
上
日
動 

                    

の
許
可
を
受
け
次
第
、「
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
さ
ん
け
ん
ｗ
ｅ
ｂ
自

然
塾
」
で
公
開
す
る
。
今
後
、
七

本
の
制
作
を
予
定
し
、
三
段
峡
や

自
然
塾
の
Ｐ
Ｒ
に
活
用
す
る
。 

     

地
元
住
民
の
情
報
を
基
に
長

淵
上
流
で
九
月
十
五
日
、
さ
ん
け

ん
新
会
員
の
和
崎
伸
さ
ん
ら
四

人
が
参
加
し
て
オ
オ
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
の
生
息
調
査
を
し
た
。
さ

ん
け
ん
会
員
の
若
林
な
つ
き
さ

ん
が
指
導
し
た
。 

 

寺
ケ
瀬
で
は
繁
殖
巣
穴
を
丹

念
に
探
し
た
も
の
の
発
見
で
き

な
か
っ
た
が
、
夜
間
調
査
で
四
匹

捕
獲
し
た
。
和
崎
さ
ん
は
「
川
の

中
は
生
命
力
に
溢
れ
て
い
る
」
と

感
動
の
様
子
だ
っ
た
。 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

は
見
通
せ
な
い
が
、
秋
の

観
光
シ
ー
ズ
ン
本
番
を
迎

え
る
。
自
然
志
向
の
高
ま

り
を
三
段
峡
や
周
辺
の

山
々
で
受
け
止
め
た
い
。 

 

さんけんでインターン  
栗栖野々花さん 

  

安芸太田町で生まれ育ち、大

阪の大学でスペイン語を学ぶ

２回生。今年の夏休み、さんけ

んのインターンとしてオオサ 

ンショウウオの調査や会議の運営を体験した。 

 ４歳のとき、町図書館の「おはなしを絵にす 

るコンクール」で優秀賞を受けたお絵描き大好 

きっ子だった。さんけん新聞１号には、かわい 

い子供たちのイラストを描き、ホームページの 

モデルにもなった。三段峡が今の自然を残し、 

その素晴らしさが多くの人に伝わってほしい 

と思っている。さんけんを「三段峡を心から愛 

し、人を結びつける団体」と評価する。 （宏） 

 

南
峰
と
歩
く 
 

㊳ 

郭
公
岩
（
か
っ
こ
う
い
わ
） 

■
名
称
の
由
来
残
さ
ず 

■
ホ
ト
ト
ギ
ス
な
の
か 

今
は
な
い
対
岸
の
道
か
ら
大
絶
壁 

   

▼
自
然
志
向 

さ
ん
け
ん
新
聞 
 

九
月
初
旬
の
台
風
二
発

で
正
面
口
―
黒
淵
間
が
今

年
二
度
目
の
通
行
止
め
に

１ 
 

一口メモ 

な
っ
た
。
黒
淵
荘
ス
タ
ッ

フ
の
尽
力
で
早
期
解
除
、

四
連
休
の
シ
ル
バ
ー
ウ
イ

ー
ク
は
賑
わ
っ
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
は
一
進
一
退
で
先 

     

Ｃ
Ｏ
２ 
健
康 

生
態
系 

土
砂
崩
れ
・・・ 

実
例
や
デ
ー
タ
で
負
の
現
実
指
摘 

講演会「風力発電ができた町の話」開催 

 風力発電の問題点や世界の動きに詳しい武田恵世氏の講演

会「風力発電ができた町の話」～三重県青山高原や世界の実例

から～が 9 月 19 日、安芸太田町筒賀小学校体育館で開かれ

た。武田氏はＣＯ２削減にならず、健康被害は深刻で環境への

影響は大きいなど、負の現実を強調した。広島西ウインドファ

ームを考える会、高津川の源流を護る会など６団体の共催。 

 

 

 

 

 

自
然
塾
の
Ｐ
Ｒ
動
画
完
成 

環
境
省
の 

補
助
事
業 

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ 

巣
穴
確
認
で
き
ず 

子
供
向
け
環
境
教
育
ツ
ア
ー
開
発
講
座
開
く 

住民ら 70 人が聴講した風力発電講

演会。左上は講師の武田恵世氏 

子供たちが川遊び体験で歓声を 
上げるシーン 

https://sanken-/

